
新
型
コ
ロ
ナ
が

新
卒
採
用
に
与
え
た
影
響

22
年
卒
採
用
は
、
20
年
夏
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
に
は
じ
ま
り
、（
国
の
就
活

ル
ー
ル
の
）
３
月
広
報
開
始
、
６
月
選

考
開
始
、
10
月
内
定
出
し
ま
で
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
影
響
を
受
け
続
け
ま
し
た
。

オ
ン
ラ
イ
ン
を
フ
ル
シ
ー
ズ
ン
で
活
用

し
、
対
面
と
の
使
い
分
け
が
進
ん
だ
年

で
も
あ
り
ま
す
。
初
期
ス
テ
ッ
プ
（
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
説
明
会
な
ど
）
は

オ
ン
ラ
イ
ン
中
心
で
、
選
考
が
進
む
に

従
い
対
面
が
増
え
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
形

式
は
、
今
後
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る

で
し
ょ
う
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
は
、
学
生
の
動
き
を
変
え
ま
し
た
。

企
業
が
実
施
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
短
期
化
し
て
、
参
加
学

生
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
た
の
で
す
。
夏

休
み
が
終
わ
っ
た
10
月
以
降
で
も
、
35

％
前
後
の
高
い
参
加
率
は
維
持
さ
れ
、

早
い
ペ
ー
ス
で
企
業
と
の
接
触
が
進
み

ま
し
た
。

　

結
果
と
し
て
、
エ
ン
ト
リ
ー
開
始
は

大
幅
に
早
期
化
（
図
表
１
）。
そ
の
後

の
ス
テ
ッ
プ
も
早
期
化
は
継
続
さ
れ
、

全
体
活
動
量
も
増
加
傾
向
と
な
り
ま
し

た
。
デ
ー
タ
で
見
る
限
り
、
か
な
り
ア

ク
テ
ィ
ブ
だ
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
こ
れ
は
、
す
べ
て
の
学
生
に

当
て
は
ま
る
動
向
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

急
な
オ
ン
ラ
イ
ン
生
活
に
戸
惑
い
、
動

き
出
し
が
遅
れ
た
22
年
卒
生
は
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
現
状
の
内
定
率
も
、
悪

化
が
目
立
っ
た
21
年
卒
を
少
し
上
回
る

程
度
で
す
。
22
年
卒
の
採
用
枠
に
空
き

が
あ
れ
ば
、
実
績
の
あ
る
大
学
を
中
心

に
、
追
加
募
集
の
連
絡
を
す
る
の
も
一

案
で
す
。
大
学
と
の
新
し
い
関
係
づ
く

り
に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

大
手
企
業
の

採
用
戦
略

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
採
用
の
関
係

に
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
以
前
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
学
生
と
接
触
す
る
意
図
が
強
く
働
い

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
従
来
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
が
難
し
く
な
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
を
利
用
し
た
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

変
更
。
期
せ
ず
し
て
、
参
加
人
数
や
地

域
の
制
約
が
少
な
く
な
り
、
実
施
時
期

の
自
由
度
も
高
ま
り
ま
し
た
。
よ
り
多

く
の
学
生
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
手
段
を

得
た
わ
け
で
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
位
置
づ
け
も

変
わ
り
ま
し
た
。
教
育
目
的
と
い
う
国

の
意
向
に
配
慮
し
て
、
採
用
と
切
り
離

コロナショックにより、採用を取り巻く状況は大き
く変化しました。採用市場の現状と今後の見通しに
ついて検証し、中小企業が採るべき採用活動のスケ
ジュールや戦略を考えます。

株式会社文化放送キャリアパートナーズ
就職情報研究所　所長

平　野　恵　子
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す
ス
タ
ン
ス
を
（
少
な
く
と
も
表
向
き

は
）
維
持
し
て
き
ま
し
た
が
、
つ
な
げ

る
動
き
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

経
団
連
と
主
要
大
学
で
構
成
さ
れ
た

「
採
用
と
大
学
教
育
の
未
来
に
関
す
る

産
学
協
議
会
」
が
21
年
４
月
に
発
表
し

た
﹃
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
た
新

た
な
大
学
教
育
と
産
学
連
携
の
推
進
﹄

に
は
、「
汎
用
的
能
力
・
専
門
活
用
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」の
説
明
と
し
て
、

「
主
と
し
て
採
用
選
考
を
視
野
に
入
れ

た
評
価
材
料
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
、

企
業
の
職
場
等
で
学
生
が
一
定
期
間
、

実
際
の
業
務
に
従
事
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報
を
採
用

選
考
に
活
用
す
る
こ
と
を
、
企
業
も
大

学
も
合
意
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

採
用
へ
の
利
用
価
値
が
高
ま
っ
た
こ

と
で
、
企
業
は
事
前
選
考
を
強
化
し
始

め
ま
し
た
（
図
表
２
）。
応
募
時
に
対

応
し
た
こ
と
で
は
、「
選
考
な
し
」
だ

け
が
減
少
。
ほ
か
は
す
べ
て
増
加
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
の
事
前
選
考
を
行

な
え
ば
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
様
子

と
合
わ
せ
て
、
内
定
出
し
の
判
断
も
で

き
そ
う
で
す
。
事
前
選
考
を
強
化
す
る

動
き
は
、
23
年
卒
採
用
の
企
業
デ
ー
タ

で
も
表
わ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
と
採
用
の
関
係
は
、
今
後
さ
ら

に
強
ま
り
そ
う
で
す
。

図表３　2023年卒採用予想スケジュール

インターンシップルートから
一般（本選考）ルートに

つなげていく

採用直結型インターンシップ

インターンシップルート

プレミアムルート
（ジョブ型／通年採用）

夏採用

選考開始広報開始プレ期国の就活ルール

７月６月５月４月３月２月１月
翌年

大学３年（院１年）夏～

五月雨式に
内定出しが行なわれていく

選考へ……

内々定の
最終確認

面接（面談、ジョブマッチング…）
選考

ES提出＆
筆記テスト（Webテスト）

一般ルート 個社説明会

早期応募／ES提出・Webテスト早期応募／ES提出・Webテスト

早期選考
内々定

適宜、内々定出し
（内々定の打診）

継続インターン、交流会、懇親会…継続インターン、交流会、懇親会…

採用困難なプレミアム人材（DX人材など）は、時期を限定せずに内定出し採用困難なプレミアム人材（DX人材など）は、時期を限定せずに内定出し

内々定出しの
タイミング

主に外資やメガベンチャー主に外資やメガベンチャー

インターン参加学生を母集団とした採用ルート

図表１　選考ステップ別の開始時期（学生）
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6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

2020年 2021年

エントリー 2022開始 2021開始
ES提出2022開始 2021開始
1次面接2022開始 2021開始
内定取得2022開始 2021開始

すべてのステップで早期化
（後半へ進むに従い慎重に…）

文化放送キャリアパートナーズ就職情報研究所「新卒採用戦線総括2022」

３月下旬から
内定獲得が前年より増
３月下旬から

内定獲得が前年より増

エントリーシート提出と
１次面接開始は
１か月程度早期化

エントリーシート提出と
１次面接開始は
１か月程度早期化

インターンシップを入口にして
エントリーは大きく早期化
インターンシップを入口にして
エントリーは大きく早期化

図表２　インターンシップ応募時に対応したこと（学生）
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29.2%
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エントリーシート
（ES）

Ｗｅｂテスト（適性）

Ｗｅｂテスト（筆記）

面接

グループ
ディスカッション

自らを録画した動画
ES提出

Ｗｅｂ面接
（リアルタイム）

Ｗｅｂ面接
（アプリなどの録画提出）

選考なし

2022卒
2021卒
2020卒

文化放送キャリアパートナーズ就職情報研究所「新卒採用戦線総括2022」

「選考なし」以外
すべての項目で
増加している
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も
う
１
つ
、
個
別
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強

化
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。
Ｗ
ｅ
ｂ
テ

ス
ト
や
録
画
面
接
な
ど
で
、
効
率
的
に

絞
り
込
み
を
行
な
い
、
選
出
さ
れ
た
学

生
に
は
手
厚
い
個
別
対
応
を
す
る
。
効

率
化
と
個
別
化
を
両
立
さ
せ
た
メ
リ
ハ

リ
あ
る
採
用
が
増
え
そ
う
で
す
。

中
小
企
業
の
採
用
戦
略 

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

⑴　
予
想
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
押
さ
え
る

　

ま
ず
は
大
手
中
心
に
形
成
さ
れ
る
23

年
卒
採
用
の
予
想
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
押

さ
え
ま
し
ょ
う
（
前
㌻
図
表
３
）。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
ル
ー
ト
や
採
用
直
結
型

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
、
限
ら
れ
た
学

生
の
み
が
対
象
で
す
。多
く
の
学
生
は
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ル
ー
ト
か
ら
、

徐
々
に
一
般
（
本
選
考
）
ル
ー
ト
に
流

れ
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
参
加
企
業
か

ら
、
12
月
〜
２
月
に
か
け
て
早
期
選
考

や
早
期
応
募
の
案
内
が
あ
り
、
早
期
選

考
な
ら
１
月
〜
２
月
、
早
期
応
募
で
は

３
月
〜
４
月
に
内
定
出
し
が
進
む
で
し

ょ
う
。
22
年
卒
よ
り
若
干
早
ま
る
イ
メ

ー
ジ
で
す
。
そ
の
後
、
同
業
界
や
関
連

企
業
に
エ
ン
ト
リ
ー
対
象
を
広
げ
て
、

一
般
（
本
選
考
）
ル
ー
ト
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。

　

内
定
出
し
は
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
前
後
と
６
月
前
半
に
集
中
す
る
で
し

ょ
う
。
五
月
雨
式
の
内
定
出
し
と
な
る

た
め
、
内
定
承
諾
し
た
学
生
か
ら
数
か

月
後
に
辞
退
さ
れ
る
こ
と
は
十
分
に
あ

り
得
ま
す
。
想
定
内
の
事
態
に
備
え
た

プ
ラ
ン
Ｂ
も
必
要
で
す
。

⑵　
中
小
企
業
の
誤
解
を
解
消
す
る

　

学
生
か
ら
「
興
味
が
持
て
れ
ば
、
規

模
は
気
に
し
な
い
」
と
い
う
意
見
を
よ

く
聞
き
ま
す
。
し
か
し
、
実
際
の
エ
ン

ト
リ
ー
先
を
見
る
と
、
中
小
企
業
は
３

分
の
１
弱
に
留
ま
り
ま
す
（
デ
ィ
ス
コ

「
キ
ャ
リ
タ
ス
就
活
２
０
２
２
学
生
モ

ニ
タ
ー
調
査
結
果
（
２
０
２
１
年
10 

月
）」）。

　

そ
の
理
由
を
、
中
小
企
業
の
研
究
を

「
し
た
グ
ル
ー
プ
」
と
「
し
て
い
な
い

グ
ル
ー
プ
」
に
分
け
て
見
て
み
ま
し
ょ

う
（
図
表
４
）。
ト
ッ
プ
は
「
給
与
・

待
遇
が
良
く
な
い
」。
両
グ
ル
ー
プ
の

差
は
小
さ
く
、
学
生
に
と
っ
て
重
要
な

項
目
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
次
の
「
安
定
性
に

欠
け
る
」
で
す
。「
し
て
い
な
い
グ
ル

ー
プ
」（
49
・
８
％
）
と
「
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
」（
39
・
１
％
）
の
差
は
10

ポ
イ
ン
ト
以
上
も
あ
り
ま
す
。「
知
名

度
が
低
い
」
も
、「
し
て
い
な
い
グ
ル

ー
プ
」（
43
・
２
％
）
と
「
し
て
い
る

グ
ル
ー
プ
」（
24
・
１
％
）
で
20
ポ
イ

ン
ト
近
い
差
が
見
ら
れ
ま
す
。「
安
定
性
」

と
「
知
名
度
」
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ

ス
の
誤
解
を
受
け
や
す
い
よ
う
で
す
。

誤
解
を
払
拭
で
き
る
自
社
情
報
は
、
早

い
段
階
で
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑶　
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ
ア
の
充
実

　

通
年
で
自
社
情
報
を
学
生
に
届
け
る

た
め
、
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
採
用
広

報
用
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
、
オ
ウ
ン
ド
メ
デ
ィ

ア
（
自
社
で
保
有
す
る
メ
デ
ィ
ア
）
を

確
保
し
て
、
情
報
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
就
活
が
広
ま
り
、
学
生

の
情
報
収
集
は
ネ
ッ
ト
中
心
に
な
っ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
、
ネ
ッ
ト
情
報
で
自

社
の
第
一
印
象
は
決
ま
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
最
初
に
「
興
味
な
し
」
と
判
断
さ

れ
れ
ば
、
そ
れ
以
上
、
他
の
ペ
ー
ジ
は

見
な
い
で
し
ょ
う
。
あ
る
程
度
の
予
算

を
か
け
て
、
採
用
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
つ

く
る
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
制

作
す
る
場
合
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
の

対
応
に
も
配
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
採
用
広
報
を

行
な
う
と
き
は
、
一
定
頻
度
で
定
期
的

に
情
報
発
信
し
ま
し
ょ
う
。
採
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
は
、
頻
繁
に
書
き
換
え
る
こ

と
が
難
し
い
た
め
、
数
年
前
の
社
員
紹

介
が
、
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
々
あ
り
ま
す
。
情
報
鮮
度
の
低

さ
は
、
学
生
の
不
安
に
直
結
し
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
仕
事
内
容
や
職
場
の
様
子
な

ど
を
定
期
的
に
発
信
す
れ
ば
、
不
安
解

消
だ
け
で
な
く
、
企
業
研
究
に
も
つ
な

が
る
は
ず
で
す
。

図表４　中小企業を受けていない理由（学生）
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その他

同世代の社員が
少ない
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親が反対する
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海外で働く機会が
少ない

優秀な人材が少ない

情報が少なく企業研究が
十分にできない

世間体が気になる

競争力が弱い

転職などキャリア
アップがしにくい

知名度が低い

福利厚生が不十分

安定性に欠ける

給与・待遇が良くない

ディスコ「キャリタス就活2022学生モニター調査結果」（2021年10月）

していないグループ

中小企業の企業研究
をしたグループ
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⑷　
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用
の
強
化

　

オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
を
導
入
す
る
企
業

は
増
え
て
い
ま
す
が
、
大
手
企
業
の
90

％
に
比
べ
る
と
、
中
小
企
業
は
49
％
と

低
い
状
況
に
あ
り
ま
す
（
東
京
商
工
会

議
所
「
企
業
に
お
け
る
採
用
・
人
材
育

成
・
教
育
支
援
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
」
よ
り
）。

　

Ｚ
世
代
の
価
値
観
の
１
つ
に
「
タ
イ

ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」
が
あ
り
ま
す
。

企
業
説
明
の
動
画
は
１
・
５
倍
速
で
見

る
、
移
動
時
間
は
で
き
る
だ
け
省
略
す

る
な
ど
、
就
職
活
動
で
も
時
間
効
率
を

重
視
す
る
傾
向
は
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
採
用
へ
の
歓
迎
度
合
い

を
学
生
と
企
業
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
大

歓
迎
」は
学
生
30
・
５
％
で
企
業
は
７
・

０
％
で
し
た
。「
や
や
歓
迎
」
を
加
え

る
と
８
割
弱
の
学
生
が
望
ん
で
い
ま

す
。
ご
く
一
般
的
な
企
業
説
明
会
を
対

面
だ
け
で
実
施
す
る
の
は
、
す
で
に
リ

ス
ク
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
オ
ン
ラ
イ

ン
を
希
望
す
る
学
生
ニ
ー
ズ
に
も
応
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
就
活
に
よ

り
、
学
生
の
学
業
時
間
は
以
前
よ
り
も

確
保
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学

業
を
阻
害
し
な
い
就
職
活
動
に
も
な
っ

て
い
る
の
で
す
。

⑸　
オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
を
活
か
し
た
選
考

　

Ｗ
ｅ
ｂ
面
接
を
実
施
す
る
な
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
環
境
を
積
極
的
に
活
か
し
た

選
考
方
法
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
２
つ

の
や
り
方
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

①
　
価
値
観
カ
ー
ド
に
よ
る
面
接

　

様
々
な
価
値
観
が
書
か
れ
た
カ
ー
ド

を
取
捨
選
択
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
理

解
を
深
め
る
方
法
で
す
。
評
価
で
き
る

要
素
だ
け
で
な
く
、
ダ
ミ
ー
要
素
も
価

値
観
ワ
ー
ド
に
入
れ
て
、「
自
分
に
該

当
す
る
ワ
ー
ド
は
ど
れ
？
」「
具
体
的

な
出
来
事
や
行
動
は
？
」
と
い
っ
た
深

掘
り
質
問
を
し
て
い
け
ば
、
コ
ン
ピ
テ

ン
シ
ー
（
思
考
・
行
動
特
性
）
を
確
認

で
き
る
で
し
ょ
う
。
価
値
観
ワ
ー
ド
を

画
面
共
有
し
て
進
め
ら
れ
る
の
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
と
相
性
の
よ
い
方
法
で
す
。

②
　
ワ
ー
ク
サ
ン
プ
ル
面
接

　

オ
ン
ラ
イ
ン
環
境
で
は
、
パ
ソ
コ
ン

を
活
用
で
き
る
た
め
、
実
際
に
簡
単
な

業
務
を
依
頼
し
て
み
る
ワ
ー
ク
サ
ン
プ

ル
面
接
が
可
能
で
す
。
30
分
程
度
で
対

応
で
き
る
仕
事
を
依
頼
し
、
途
中
の
報

連
相
や
成
果
物
に
よ
っ
て
、
業
務
適
性

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
で
し
ょ
う
。
丁
寧

な
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
実
施
す
れ
ば
、

育
成
に
熱
心
な
企
業
で
あ
る
と
感
じ
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

⑹　
学
業
ガ
ク
チ
カ
の
す
す
め

　

コ
ロ
ナ
禍
で
課
外
活
動
に
制
約
を
受

け
た
23
年
卒
生
に
と
っ
て
、
ガ
ク
チ
カ

（
学
生
時
代
に
力
を
入
れ
た
こ
と
）
は
、

最
も
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
質
問
で
す
。

　

わ
ず
か
な
課
外
活
動
を
無
理
や
り
膨

ら
ま
せ
た
「
痛
い
ガ
ク
チ
カ
」
よ
り
、

学
業
に
つ
い
て
質
問
す
る
「
学
業
ガ
ク

チ
カ
」
の
ほ
う
が
、
学
生
の
特
性
が
見

え
て
く
る
は
ず
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
は
、
サ
ボ
ろ
う
と
思
え
ば
サ
ボ
れ
る

た
め
、自
由
な
環
境
下
で
の
「
主
体
性
」

を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
興
味
あ
る

こ
と
（
選
択
科
目
）
へ
の
取
組
み
方
、

や
る
べ
き
こ
と
（
必
修
科
目
）
へ
の
取

組
み
方
な
ど
で
、
入
社
後
の
伸
び
し
ろ

を
予
想
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
い
く
つ
か
質
問
例
を
考
え
て
み
ま

し
た
。
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
学
業
ガ
ク
チ
カ
の
質
問
例

・
授
業
が
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
た
こ
と
で

最
も
苦
労
し
た
こ
と
、
そ
の
対
応
策

・
最
も
主
体
的
に
学
ん
だ
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
、
具
体
的
な
学
習
行
動

・
最
も
単
位
取
得
が
困
難
だ
っ
た
オ
ン

ラ
イ
ン
授
業
、
そ
の
理
由
と
対
応
策

・
面
白
か
っ
た
選
択
科
目
、
苦
労
し
た

必
修
科
目
、
そ
の
理
由
と
取
組
み
方

⑺　
第
二
新
卒
狙
い
の
「
弱
い
紐
帯
」

　

残
業
や
ス
ト
レ
ス
の
少
な
い
ホ
ワ
イ

ト
な
労
働
環
境
の
企
業
を
「
ゆ
る
ブ
ラ

ッ
ク
」
と
呼
び
、
成
長
が
見
込
め
な
い

こ
と
を
理
由
に
、
転
職
活
動
す
る
若
者

が
目
立
ち
始
め
て
い
ま
す
。
終
身
雇
用

へ
の
期
待
は
低
下
し
て
い
る
の
で
、
転

職
を
前
向
き
に
捉
え
る
学
生
は
さ
ら
に

増
え
る
で
し
ょ
う
。
意
欲
が
高
い
学
生

ほ
ど
成
長
で
き
る
環
境
を
好
む
の
で
、

内
定
辞
退
し
た
学
生
が
、
第
二
新
卒
と

し
て
採
用
市
場
に
戻
っ
て
く
る
可
能
性

は
、
以
前
よ
り
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
対

応
を
準
備
し
て
お
く
こ
と
も
、
有
効
な

採
用
手
段
の
１
つ
で
し
ょ
う
。

　

お
す
す
め
し
た
い
の
は
、
ち
ょ
っ
と

し
た
知
り
合
い
（
弱
い
紐
帯
）
か
ら
価

値
あ
る
情
報
を
得
や
す
い
と
い
う
「
弱

い
紐
帯
の
強
み
」
を
活
用
し
た
ア
プ
ロ

ー
チ
で
す
。
辞
退
を
伝
え
て
き
た
魅
力

的
な
学
生
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
つ
な
が
っ

て
お
き
、
自
社
の
求
人
情
報
が
耳
に
入

る
距
離
を
維
持
で
き
れ
ば
、
転
職
を
考

え
る
と
き
の
選
択
肢
に
な
る
は
ず
で

す
。
選
考
過
程
で
よ
い
関
係
を
築
き
、

自
社
以
外
の
キ
ャ
リ
ア
選
択
で
あ
っ
て

も
応
援
す
る
姿
勢
を
明
確
に
す
る
こ
と

が
、
最
初
の
一
歩
に
な
り
ま
す
。

◇

　

オ
ン
ラ
イ
ン
は
効
率
性
と
事
実
の
情

報
伝
達
に
長
け
、
対
面
は
言
葉
の
冗
長

性
や
間
合
い
、
立
ち
居
振
る
舞
い
に
よ

っ
て
、
雰
囲
気
や
熱
量
を
伝
え
る
こ
と

に
適
し
ま
す
。
自
社
の
魅
力
を
特
定
し

た
う
え
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
・
対
面
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
し
て
、
学
生
本
位

の
採
用
手
段
を
考
え
る
こ
と
が
肝
要
で

し
ょ
う
。�

●▲

ひ
ら
の　

け
い
こ　

大
学
低
学
年
か
ら
就
活
生
、
新
入
社
員
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
に
関
わ
り
つ
つ
、
就
職
活
動
・
採
用

活
動
の
動
向
や
意
識
調
査
を
基
に
雑
誌
や
専
門
誌
へ
の
執
筆
等
を
行
な
う
。
大
学
で
キ
ャ
リ
ア
科
目
の
講
師
も
務
め
る
。
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